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毎
年
夏
に
な
る
と
、
日
本

で
は
原
爆
問
題
が
メ
デ
ィ
ア

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
今
年
は
特
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
関
連
し
て
ロ
シ

ア
が
核
兵
器
の
使
用
を
ほ
の

め
か
し
て
お
り
、
ま
た
春
に

は
「
原
爆
の
父
」
と
呼
ば
れ

る
ア
メ
リ
カ
の
核
物
理
学
者

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
を
主
人

公
と
す
る
映
画
が
封
切
ら
れ

た
の
で
、
核
問
題
に
対
す
る

関
心
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
核
や
原
子

力
問
題
に
は
現
役
の
外
交
官

時
代
か
ら
長
年
深
く
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機

会
に
、
７９
年
前
に
広
島
と
長

崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
作
ら
れ
た

か
、
そ
の
舞
台
裏
に
何
が
あ

っ
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計

画
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し

た
Ｊ
・
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ

ン
ハ
イ
マ
ー
博
士
（
１
９
０

４
〜
６７
年
）
の
こ
と
は
、
前

記
の
映
画
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
」
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

・
ノ
ー
ラ
ン
監
督
）
で
日
本

で
も
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ご
覧
に

な
っ
て
い
な
い
方
に
は
、
ぜ

ひ
映
画
館
に
行
っ
て
、
大
画

面
で
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
核
爆
発
の
大
音
響
の

迫
力
は
テ
レ
ビ
画
面
で
は
到

底
味
わ
え
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
映
画
は
、

北
米
圏
で
は
昨
年
７
月
公
開

さ
れ
、
実
在
の
人
物
を
扱
っ

た
伝
記
映
画
の
中
で
歴
代
最

高
の
興
行
成
績
を
記
録
。
今

年
３
月
、
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

授
賞
式
で
作
品
・
監
督
・
主

演
男
優
賞
・
助
演
男
優
賞
な

ど
７
分
野
で
受
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

こ
の
映
画
の
日
本
で
の
公

開
が
欧
米
よ
り
も
半
年
以
上

も
遅
れ
た
の
は
、
日
本
人
の

こ
の
映
画
に
対
す
る
反
応
に

つ
い
て
映
画
制
作
会
社
が
懸

念
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。
現
に
、
試
写
を
み

た
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
た

ち
か
ら
は
、
原
爆
の
被
害
状

況
が
ほ
と
ん
ど
全
く
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
に
強
い
不
満

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
映
画
は
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
を
中
心
に

据
え
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
落
と

し
た
側
」
の
事
情
を
克
明
に

描
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
落

と
さ
れ
た
側
」
の
こ
と
は
主

題
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

実
は
私
は
３０
年
以
上
前
、

米
国
政
府
の
特
別
招
待
で
、

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ロ
ス

ア
ラ
モ
ス
研
究
所
（
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
の
本
拠
地
）
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
時
に
見
せ
ら
れ
た

記
録
映
画
で
も
、
広
島
上
空

で
Ｂ
２９
か
ら
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
突
然
画
面
が

変
わ
り
、次
に
現
れ
た
の
は
、

１０
年
以
上
た
っ
た
広
島
で
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん
で

い
る
シ
ー
ン
で
し
た
。
そ
の

時
私
も
強
い
違
和
感
を
覚
え

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
言
う
の

は
お
門
違
い
だ
と
今
は
思
っ

て
い
ま
す
。

け
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の

科
学
者
や
映
画
監
督
た
ち
が

被
爆
の
悲
惨
な
状
況
に
直
接

触
れ
た
が
ら
な
い
の
は
、
そ

れ
を
知
ら
な
い
か
ら
で
は
な

く
、
む
し
ろ
知
り
過
ぎ
て
い

る
か
ら
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
被
爆
状
況
は
占
領
時
代

に
米
国
の
多
数
の
専
門
家
が

徹
底
的
に
現
地
調
査
し
、
克

明
な
報
告
書
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
当
然
な
が
ら
彼
ら
も

良
心
の
呵
責
（
か
し
ゃ
く
）

を
感
じ
て
は
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
日
本
人
は
「
落
と

さ
れ
た
側
」
の
立
場
で
、
原

爆
と
い
う
兵
器
の
非
人
間
的

な
性
格
、
絶
対
に
二
度
と
使

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
全

世
界
に
向
か
っ
て
発
信
し
続

け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

（
２
面
に
続
く
）

「
落
と
し
た
側
」と

「
落
と
さ
れ
た
側
」

原
爆
は
こ
う
し
て

日
本
に
落
と
さ
れ
た

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
と
フ
ラ
ン
ク

◯４０

世界初の核爆発となった
「トリニティー実験」
（ウィキペディアから）

２０２４.７．１

映
画
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
」
の
国
内
用
ポ
ス
タ
ー
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そ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、

上
述
し
た
よ
う
に
こ
の
映
画

は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の

波
乱
万
丈
の
前
半
生
と
、
一

転
し
て
戦
後
の
苦
悩
や
葛
藤

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
同
時
代
人

と
の
複
雑
な
人
間
模
様
の
中

で
丁
寧
に
再
現
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
、
そ
の
点
で
は
見

事
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ラ

ー
ド
な
ど
と
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ

人
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
前

に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
を
逃
れ
、
米
国
に
亡
命

し
て
い
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ

が
先
に
原
爆
製
造
に
成
功
す

る
こ
と
を
恐
れ
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
に
参
画
し
た
わ
け

で
す
。

し
か
し
、
戦
後
は
こ
の
原

爆
技
術
が
拡
散
し
、
国
際
的

な
原
爆
開
発
競
争
が
起
こ
る

こ
と
を
い
ち
早
く
予
見
し
、

そ
の
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
の

ふ
た
を
開
け
る
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
強
く
後
悔
し

始
め
ま
す
。
原
爆
が
当
初
の

攻
撃
目
標
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ

で
は
な
く
、
日
本
に
投
下
さ

れ
た
こ
と
に
も
道
徳
的
責

任
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で

す
。こ

の
映
画
の
中
で
も
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
原
爆
投
下

直
後
彼
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

に
招
か
れ
て
ト
ル
ー
マ
ン
大

統
領
に
会
い
ま
す
。
そ
の
時

の
シ
ー
ン
が
、
は
な
は
だ
印

象
的
で
す
。

ト
ル
ー
マ
ン
が
に
こ
や
か

に
「
お
め
で
と
う
！
」
と
握

手
を
求
め
た
の
に
対
し
、
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
暗
い
表

情
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま

す
。「

閣
下
、
私
の
手
は
血
塗

ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」

ト
ル
ー
マ
ン
は
苦
笑
を
浮

か
べ
て
こ
う
答
え
ま
す
。「
ヒ

ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
が
恨
む

の
は
原
爆
を
作
っ
た
者
で
は

な
く
、
落
と
す
決
定
を
し
た

こ
の
私
だ
」

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
そ

れ
以
上
多
く
を
語
る
こ
と
な

く
立
ち
上
が
っ
て
退
出
す
る

の
で
す
が
、
彼
が
部
屋
を
出

る
と
き
に
ト
ル
ー
マ
ン
は
、

秘
書
に
向
か
っ
て
、
聞
こ
え

よ
が
し
に
大
声
で
「
あ
の
泣

き
虫
を
二
度
と
こ
こ
へ
寄
こ

す
な
」
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
戦

後
、
核
開
発
競
争
が
国
際
的

に
加
速
化
す
る
こ
と
を
い
ち

早
く
予
測
し
、
警
鐘
を
鳴
ら

す
と
と
も
に
、
水
素
爆
弾
の

開
発
に
は
強
く
反
対
し
ま
し

た
。
原
爆
製
造
で
す
で
に
十

分
国
家
に
貢
献
し
た
と
考
え

る
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、

原
爆
よ
り
桁
外
れ
に
強
力
な

水
爆
の
開
発
に
は
反
対
の
立

場
を
と
り
ま
し
た
。

一
方
、
ル
イ
ス
・
ス
ト
ロ

ー
ス
（
元
銀
行
家
。
戦
後
創

設
さ
れ
た
米
国
原
子
力
委
員

会
の
初
代
委
員
の
一
人
、
の

ち
に
委
員
長
）
や
エ
ド
ワ
ー

ド
・
テ
ラ
ー（
核
物
理
学
者
）

ら
は
水
爆
製
造
を
強
く
主
張

し
ま
す
。

こ
う
し
た
両
者
の
水
爆
問

題
を
め
ぐ
る
陰
湿
な
対
立
は

映
画
で
も
詳
し
く
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
結
局
こ
の
内
部

抗
争
に
敗
れ
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
マ
ー
は
主
導
権
を
失
い
、

失
脚
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
１
９

５
０
年
に
水
爆
製
造
を
正
式

に
指
令
し
ま
す
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、

戦
後
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研

究
所
の
所
長
に
就
任
し
ま
す

が
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
旋
風
に

よ
る
「
赤
狩
り
」
の
標
的
に

さ
れ
、
共
産
主
義
者
た
ち
と

の
内
通
の
疑
い
で
１
９
５
４

年
に
公
職
か
ら
追
放
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
は
、
か
つ
て
国

民
的
英
雄
視
さ
れ
た
大
科
学

者
に
し
て
は
不
遇
な
晩
年
を

送
り
ま
し
た
。
１
９
６
７
年

に
６２
歳
で
他
界
し
た
後
、
５０

年
以
上
経
っ
た
２
０
２
２
年

に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
内
通

容
疑
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
映
画
で

は
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
と

し
て
、
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
の
は
、
原
爆
の
日
本

へ
の
投
下
に
敢
然
と
異
議
申

し
立
て
を
し
た
良
心
的
な
科

学
者
が
少
数
な
が
ら
存
在
し

た
と
い
う
事
実
で
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
に
参
加
し
た
科

学
者
の
中
に
は
、
大
戦
直
前

か
初
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

米
国
に
亡
命
し
た
多
く
の
ユ

ダ
ヤ
人
学
者
が
い
ま
し
た

が
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
フ
ラ
ン
ク
（
１
８

８
２
〜
１
９
６
４
年
）
博
士

も
そ
の
一
人
で
す
。

シ
カ
ゴ
大
学
の
冶
金
研
究

所
で
所
長
を
し
て
い
た
彼

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
へ

の
参
加
を
打
診
さ
れ
た
時
、

研
究
開
発
に
は
参
加
す
る

が
、
完
成
し
た
後
の
原
爆
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
は
発
言

権
を
認
め
て
ほ
し
い
と
の
条

件
を
付
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
当
初
の
攻
撃
目

標
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
が
、
ヒ

ト
ラ
ー
の
自
殺
（
４５
年
４
月

３０
日
）
に
よ
り
無
条
件
降
伏

し
た
の
で
、
に
わ
か
に
日
本

へ
の
投
下
案
が
浮
上
し
、
米

国
政
府
の
上
層
部
で
極
秘
裏

に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
こ
と
を
察
知
し
た
フ

ラ
ン
ク
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

計
画
参
加
の
一
部
の
科
学
者

に
呼
び
掛
け
て
日
本
へ
の
無

警
告
投
下
に
反
対
す
る
提

案
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ク

報
告
（
『
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｆ
ｒ
ａ

ｎ
ｃ
ｋ

Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
』
。
正
式
名
称
は
『
政
治

的
・
社
会
的
問
題
に
関
す
る

委
員
会
報
告
』
）
」
を
取
り

ま
と
め
、
４５
年
６
月
１１
日
付

け
で
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長

官
に
提
出
。
こ
の
報
告
書
へ

の
署
名
者
は
、
フ
ラ
ン
ク
の

ほ
か
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
発

見
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
、
後
年
原
子
力
委
員
長
に

な
る
グ
レ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
グ

を
含
む
計
７
名
。ま
さ
に「
七

人
の
侍
」
で
す
。

報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

原
爆
を
い
き
な
り
日
本
に
投

下
せ
ず
に
、
ま
ず
砂
漠
か
無

人
島
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、

日
本
政
府
の
代
表
を
含
め
各

国
の
代
表
を
招
き
、
そ
こ
で

爆
発
さ
せ
る
。
そ
の
後
日
本

の
対
応
な
ど
を
見
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
決
定
す
る
が
、
最

終
的
に
日
本
に
投
下
す
る
場

合
は
、
軍
事
施
設
の
み
を
目

標
と
し
、
一
般
市
民
の
い
な

い
と
こ
ろ
に
投
下
す
る
べ
き

だ
と
い
う
も
の
。

フ
ラ
ン
ク
報
告
は
結
局
軍

に
よ
っ
て
握
り
つ
ぶ
さ
れ
、

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
は
事

前
に
届
か
な
か
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
報
告

の
内
容
と
日
本
投
下
に
関
す

る
議
論
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
は
現
在
の
日
本
人
に

と
っ
て
も
重
要
な
点
で
す
。

か
な
り
長
い
難
し
い
文
書
で

す
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
載
っ
て

い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
全
文
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。最

後
に
、
後
日
談
め
き
ま

す
が
、
フ
ラ
ン
ク
博
士
の
シ

カ
ゴ
大
学
時
代
の
教
え
子
で

娘
む
こ
の
ア
ー
サ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ヒ
ッ
ペ
ル
（
１
８
９
８

〜
２
０
０
３
年
）
は
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ

Ｉ
Ｔ
）
の
物
理
学
教
授
。
そ

の
長
男
の
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ォ

ン
・
ヒ
ッ
ペ
ル
（
１
９
３
７

〜
）
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

の
物
理
学
教
授
で
、
核
軍
縮

・
核
不
拡
散
問
題
の
専
門

家
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の

科
学
技
術
顧
問
を
務
め
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
再

処
理
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
計
画

に
も
批
判
的
な
意
見
の
持
ち

主
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。私

は
３０
余
年
前
、
故
伏
見

康
治
博
士
（
名
大
・
阪
大
名

誉
教
授
、
参
院
議
員
、
世
界

平
和
ア
ピ
ー
ル
７
人
委
員
会

委
員
）
の
ご
紹
介
で
ヒ
ッ
ペ

ル
教
授
の
知
己
を
得
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
で
会
っ
た
際
に
祖

父
フ
ラ
ン
ク
博
士
の
思
い
出

話
を
聞
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ク
博

士
を
中
心
と
す
る
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
参
加
科
学
者
た
ち

は
、
戦
後
、
核
廃
絶
、
核
軍

縮
を
願
っ
て
結
集
し
、
「
原

子
力
科
学
者
会
報
」
と
い
う

専
門
誌
を
創
刊
し
ま
し
た
。

現
在
も
続
く
こ
の
雑
誌
の
表

紙
は
、
人
類
が
核
戦
争
勃
発

の
危
機
（
破
局
）
に
至
る
ま

で
の
時
間
を
示
し
た
「
世
界

終
末
時
計
」
（
Ｄ
ｏ
ｏ
ｍ
ｄ

ａ
ｙ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
）
で
有

名
で
す
。
こ
の
雑
誌
に
は
、

私
も
ヒ
ッ
ペ
ル
氏
に
頼
ま
れ

て
、
日
本
の「
非
核
三
原
則
」

と
「
核
の
傘
」
依
存
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
論
文
を
寄
稿

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

の
戦
後
の
苦
悩

水
爆
開
発
を

め
ぐ
る
内
部
確
執

日
本
へ
の
無
警
告

投
下
に
反
対
し
た

フ
ラ
ン
ク
博
士

原
爆
は
こ
う
し
て

日
本
に
落
と
さ
れ
た

元
外
交
官
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
科
大
学
院
卒
。
元

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

代
表
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
研
究
局
長
、
元
外
務

参
事
官
。
退
官
後
東
海
大
学
教
授（
国
際
政
治
学
）、

現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
研
究
会
会
長
の
ほ
か
、
外

交
評
論
家
と
し
て
活
躍
中
。
新
城
市
出
身
、
８７
歳
。

ｋ
ａ
ｎ
ｅ
ｋ
ｏ
＠
ｅ
ｅ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
.ｏ
ｒ
ｇ

フ
ラ
ン
ク
博
士

の
子
孫
た
ち

金子熊夫

◯４０

アインシュタイン㊧とオッペンハイマー
（ウィキペディアから）

フランク博士（同）


